３学期始業式　式辞（放送用）

皆さん、おはようございます。
冬休みが終わり、皆さんの元気な顔が学校に戻ってきました。
今年は「午年」です。
午は、走る速さだけでなく、長い道のりをしっかり、しかも粘り強く進む力を持っています。
同様に３学期のスタートにあたり、焦らず、しかし確実に、自分の歩幅で前へ進む一年にしてきましょう。

さて、２学期の終業式では、「一年の計は元旦にあり」という言葉を紹介しました。
そして、目標に向かって取り組むとき、仲間と共に、諦めずに続けられることの有り難さについてお話ししました。
今日は、その続きとして、この３学期をどんな時間にしてほしいか、という話をします。
３学期は、一年で一番短い学期です。
しかし、この短さには大きな意味があります。
３学期は、次のステージへ向かうための準備の時間であると同時に、今ここにいる仲間と、最後まで共に過ごす時間でもあります。
特に３年生の皆さんは、これから共通テスト、そして二次試験と、まだまだ自分の進路と向き合う時間が続きます。
１月は、決して「終わりの月」ではありません。
授業も続きますし、学びの時間は、まだしっかり残っています。
一方で、すでに進学先が決まっている人もいます。
同じ教室の中に、これから大きな山に向かう人と、次の準備を始めている人がいる。
今の３年生は、そんな時期にいます。
だからこそ、私はこの３学期に、
最後まで「仲間でいる空気」を大切にしてほしいと思っています。
ここで、部活動の話を一つします。
運動部でも、文化部でも、日々の活動には必ず基礎があります。
走り込みや素振り。
楽器の基礎練習や、何度も繰り返す書き直し。
どれも地味で、すぐに成果が見えるものではありません。
例えば、今日は少し丁寧に取り組む。
明日は、昨日より少しだけ回数を増やす。
そんな一日一日の積み重ねです。
最初のうちは、「これで本当に力がついているのだろうか」と感じることもあるでしょう。
しかし、続けていると、ある日ふと、「前と同じことをしているのに、できることが増えている」
そんな瞬間が訪れます。
ここが大切なところです。
努力というものは、最初はゆっくり増える「足し算」のようなものです。
ところが、基礎がしっかり積み重なると、ある時から、伸び方が一気に変わります。
努力が「掛け算」になる瞬間です。
いわば、指数的に成長する時期です。
今の３年生は、まさにその途中にいます。
苦しい人もいるでしょう。
焦りや不安を抱えている人もいると思います。
そんなときに忘れないでほしいのは、
皆さんは一人で戦っているわけではないということです。
同じ教室で過ごしてきた仲間がいます。
先に進路が決まった人も、
これから試験に向かう人も、
ここまで共に学び、笑い、悩んできた仲間です。
誰かの努力を冷やかさない。
誰かの不安を軽く扱わない。
最後まで、同じ時間を生きる仲間として、互いを支える空気を、大切にしてください。
それは、これから先の人生でも、必ず皆さんを助ける力になります。
１・２年生の皆さんにとっても、３学期は助走の時間です。
４月からの自分は、今日の積み重ねの先にあります。
一気に成長しようとしなくて構いません。
今日の授業、今日の練習、今日の一行を、少しだけ丁寧にする。
それで十分です。
努力は、静かに力になります。
そして、ある時、皆さん自身が驚くほどの伸びとなって返ってきます。
この３学期が、皆さん一人一人にとって、そして仲間同士にとって、次のステージへつながる、意味のある時間になることを願っています。
それでは、３学期も、一緒に一歩ずつ進んでいきましょう。

これで、始業式の話を終わります。
